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平成 30 年度 西海市風力発電導入に向けた地域検討会 

（第一回 江島地区検討会） 

 

・日時：平成 30 年 7 月 12 日（木）13：00～15：45 

・場所：江島公民館 

 

次 第 

1．開会あいさつ      13:00～13:05 

2．講演 

（1）洋上風力発電と漁業協調・地域振興について 13:05～13:45 

一般社団法人海洋産業研究会 中原裕幸常務理事 

 

3．議事 

（1）ワークショップ     13:45～15:35 

 ・環境影響について      

 ・地域振興について 

 

（2）取り組みの振り返り    15:35～15:45 

 

 【配布資料】 

  資料 1  地域検討会委員名簿 

  資料 2  座席表 

  資料 3  西海市風力発電導入に向けた地域検討会について 

  資料 4  洋上風力発電と漁業協調・地域振興について 

  資料 5  環境影響について 

  資料 6  ワークショップの開催について 

  資料 6-2 ワークショップの取り組みについて 

  資料 7  ゾーニング結果について 

  資料 8  ワークショップ資料（パンフレット等） 

  資料 9  先進地視察について 

 

 





 

区分 所属 役職 職・氏名

長崎総合科学大学新技術創成研究所 特命教授 池上　国広

一般社団法人　海洋エネルギー漁業共生セン
ター

理事 渋谷　正信

日本野鳥の会　長崎県支部
県希少野生動植物種モニタリング委員会

委員 谷口　秀樹

江島東行政区 行政区長 宮崎　博章

江島西行政区 行政区長 髙瀬　正吉

江島浜行政区 行政区長 渡辺　一男

江島公民館 館長 福富　幸男

西海大崎漁協（江島支所） 理事 柏木　世次

消防団第５分団 団長 田中　義一

青壮年部 部長 松本　英雄

江島公民館 主事 岩見　眞一

漁友会 会長 宮崎　幹夫

江島小中学校 校長 藤井　達也

江島診療所 所長 長島　義斉

崎戸地区行政区長会 会長 福岡　昭和

平島行政区 代表区長 林　嘉幸

西海大崎漁業協同組合（崎戸支所） 理事 前﨑　順康

西海大崎漁業協同組合（平島支所） 理事 森　剛

西海大崎漁業協同組合（本所） 代表理事組合長 小山　文雄

大瀬戸町漁業協同組合 代表理事組合長 竹嶋　巖

崎戸商船株式会社 取締役 木原　直人

黒瀬建設株式会社 課長 末永　良友

株式会社親和銀行　地域振興部 部長 麻生　隆宏

長崎県中央釣船業協同組合 代表理事 山下　銀河

情報交通課 課長 福田　龍浩

商工観光物産課 課長 本村　真一

環境政策課 課長 山口　和則

水産課 課長 岸下　輝信

島の暮らし支援室 室長 作中　修

崎戸総合支所 総合支所長 植田　智子

30名

学識経験者
・有識者

一般社団法人　海洋エネルギー漁業共生センター 代表理事 渋谷　幸生

長崎県産業労働部　新産業創造課 主任主事 澤辺　雄亮

長崎県産業労働部　新産業創造課 係長 小島　敬輝

長崎県環境部　環境政策課 係長 川口　勉

長崎県水産部　漁政課 参事 北川　安彦

長崎県文化観光国際部　世界遺産登録推進課 主任主事 西極　春幸

本部長 土居　聖

企画業務部　洋上風力

推進チーム　責任者
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ネージャー

岩澤　桃子
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課長補佐 森下　直也

係長 松崎　信也

課長 水口　拓

久保　龍志

新百合本社　環境コンサルタント課 主任技師 水谷　義昭

新百合本社　自然環境課 係長 五島　幸太郎

長崎営業所 藤島　正行

事務局

西海市 政策企画課

アジア航測株式会社

福岡支店　社会インフラ技術課

県関係部局

ジャパン・リニューアブル・エナジー株式会社
事業開発部
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平成 30 年 1 月 29 日江島地区検討会時配布資料 

1 

西海市風力発電導入に向けた地域検討会について 

１．設置目的 

西海市は、風況の良さやこれまでの再生可能エネルギー関連の取組により、大規模な

風力発電事業の適地として再生可能エネルギー開発事業者から注目されており、市とし

て、これら再生可能エネルギーを活用した民間企業による発電事業等の実施を地域振興

に繋げる取組を推進するとともに、無秩序な開発を防止し、市民生活、自然環境及び経

済活動への悪影響を回避する必要がある。 

西海市では、平成28年度より「風力発電等に係るゾーニング手法検討モデル事業」と

して、風力発電事業の実施適地を検討するゾーニング業務を実施し、平成29年度末にそ

の結果を公表する予定である。 

そこで、ゾーニング検討による風力発電事業実施適地が概ね固まった現段階において、

候補地となっている江島地区（洋上風力発電事業）、中浦地区（陸上風力発電事業）を

対象に風力発電施設の導入による影響や地域貢献策等を検討するため、地元住民代表、

農林漁業団体、商工関係者、観光関係者及び風力発電の専門家・発電事業者等で構成す

る「西海市風力発電導入に向けた地域検討会」（以下、「地域検討会」という。）を開

催することとした。 

本地域検討会では、各関係者からの意見を収集するとともに、風力発電施設を設置す

る際の課題、調整項目を把握し、それらの問題点を解決するための手段として、当該地

域の実情に応じた地元住民と発電事業者のコミュニケーションの在り方や風力発電施設

を導入した際の具体的な地域貢献策等について検討を行うことを目的とする。 

 

２．地域検討会における検討の方向性 

地域検討会では、以下に示す視点から検討を進める。 

●環境保全 ⇒環境影響の程度について理解を図りながら、許容可能なレベルを検討 

 風車の稼働による騒音や建設工事中の騒音、振動、濁水など生活環境への影響 

風車の存在による景観や自然環境（鳥類や海生生物・漁業）への影響 

 ●地域貢献 ⇒地域住民や関係主体、事業者に取ってメリットのある地域貢献策の検討 

  風力発電事業計画に係る調査、建設工事、メンテナンス等への地元参入の可能性 

  風力発電と共同した産品のブランド化、風車の観光資源や教材としての活用、地域へ

の非常電源供給など地域との共生に向けた具体的取組 

●合意形成 ⇒地域貢献策実施に向けた具体的な枠組みを検討 

  計画段階から発電設備撤去までの情報共有、協議、有事の対応の在り方 

 特に洋上風力では、漁業・マリンレジャー及び航路・海運事業者との共生・共栄に向

けた取組 

 ■地域検討会の目標 
 

地域の資源・環境に配慮しつつ、地域住民、地元関係者、事業者の協調による地域貢

献策の検討を通じて、地域コミュニティの維持・発展や新たな観光資源の創出、ブラ

ンド化による地域の活性化に寄与する事業実現  

 



平成 30 年
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The influence of offshore windpower on demersal fish
Dan Wilhelmssona, , Torleif Malmb and Marcus C. Öhmana 6
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Investigations on the artificial reef effect on fish from
marine wind turbine park at Horns Reef.
January 2002.
Contract Ref: Ordre Nr. 69.(11-06-01)
Our ref: 2002-132-1 7

Monitoring and evaluation program near shore wind farm, IMARES Report , 2012
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9Monitoring and evaluation program near shore wind farm, IMARES Report , 2012
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10Monitoring and evaluation program near shore wind farm, IMARES Report , 2012
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Offshore Wind Farms and the Environment Danish Experiences from Horns Rev and Nysted, 2006

HORNS REV

NYSTED
2
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132

14

Preliminary investigation of bird-turbine collisions at Nysted offshore wind farm and final quality 
control of Thermal Animal Detection System(TADS), National Environmental  Research Institute, 
Ministry of the Environment, Denmark, Autumn 2003 and spring 2004)
Elizabeth Masden, et. Al, Birds and wind farms: Assessing cumulative impacts, University of 
Glasgow
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17http://www.fukushima-wind-kaiyou.jp/web/camera.php 17
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Bela Hieronymus Buck, Gesche Krause, 
Harold Rosenthal, 2004

( ; Bela H.Buck, International Marine Spatial Planning 
Public Symposium, Providence, Rhode island, 2012) 19
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環境影響について 

～平成 29 年度検討会及び江島地区住民説明会におけるご意見と 

対応状況～ 
 

1)【漁業】に対する意見と対応状況 

意見等 意見に対する対応状況 

陸上への影響は距離が離れているためあまり無いの

ではないかと考えるが、一方で漁師の立場として、漁

業環境への影響が懸念される。その影響については考

慮していただきたい。 

今後の地域貢献策等の検討に際しての課題とし

て整理。 

海洋に構造物ができることで多少のマイナスの面も

想定されるが、魚を寄せるような効果を期待している。

魚が集まってきて、江島周辺の海域では全国から釣客

が集まる可能性がある。今後そういった漁場利用を進

めていただきたいと考えている。 

海の中の状況をしっかり調べてもらいたい。一回だ

けの調査でなく、4 季の調査を何年かにわたって調査

してもらいたい。 

平成 29 年度第 2 回検討会において、冬季調査

の結果について、ご説明。平成 30 年度も継続的

に調査実施予定。 

イセエビ漁が主体であるが、イセエビがどれくらい

の規模で生息しているのか、又はいないのか調査を行

っていただきたい。 

平成 29 年度は冬季調査を実施している。平成

30 年度も、継続的に調査実施予定。 

 

2)【騒音・低周波音】に対する意見と対応状況 

意見等 意見に対する対応状況 

風力発電機設置後の環境影響が懸念される。先日の

中浦地区検討会でも意見が出たが、地域住民としては

騒音・超低周波音の影響が最も気になると考えられる。

その点についてはしっかりとしたデータを示していた

だき住民の方の理解を得ていくことが重要だと考えて

いる。 

平成 29 年度第１回勉強会（平成 30 年 1 月

29 日）において、風力発電機からの騒音・超低

周波音の影響について、説明。 

なお、具体的な環境影響については、今後の環境

影響評価で実施されるが、「データの提示の必要

性やこれに基づく住民理解を得ること」について

は、事業実施に際しての留意事項として整理。 

 

3)【水源】に対する意見と対応状況 

意見等 意見に対する対応状況 

建設時の影響について、江島地区の上水道は地下水

を利用している。地下水脈に対して工事の影響は生じ

ないのか。 

事業計画によっては陸域の改変も考えられるた

め、今後の留意事項として整理。 
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4)【風車の影】に対する意見と対応状況 

意見等 意見に対する対応状況 

風車の影による影響を懸念している。 事業実施に際しての懸念事項となる。今後、事業

の具体化に際しての留意事項として、整理。 

 

5)【テレビ電波】に対する意見と対応状況 

意見等 意見に対する対応状況 

テレビ電波への影響はどうなのか。 計画が具体化した際にはテレビ電波への調査も

実施されることになるが、事業実施に際しての懸

念事項となる。今後、事業の具体化に際しての留

意事項として、整理。 

 

6)【景観】に対する意見と対応状況 

意見等 意見に対する対応状況 

人工物であっても壮観な景色や、そういった演出が

あれば観光面や景観を評価する上でいい影響があるの

ではないかと考える。 

 

今後の地域貢献策等の検討に際しての課題とし

て、整理。 

 

2.江島地区住民説明会（2018 年 5 月 16 日開催）でのご意見 

1)【騒音・低周波音】 

意見等 

・騒音や低周波音の影響が心配だが影響はあるのか。 

・睡眠障害が出ているという話も聞く。そういった人たちに対する調査等、どう理論的に示すのか。 

 

2)【水源】 

意見等 

・生活用水として地下水を利用しているが、ボーリング調査を実施して影響は生じないのか。 

 

3)【鳥類】 

意見等 

・バードストライクによる鳥の亡骸が島の海岸に流れ着くようになると困る。そういったことも考えられ

るのか。 
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４)【景観】 

意見等 

・最大で 50 基の計画という事であるが、島を 2 重、3 重に覆うことになるのか。 

・遠見岳の高さが約 120m 程度であるが、そうだとすれば風力発電機の方が高くなり、島のどこからでも

見えるという事になるのか。 

 

3)【影】 

意見等 

・影の影響も生じるのか。 

 

 





事業推進エリア

平成30年度 第⼀回江島地区検討会について

平成28年度〜平成29年度
⾵⼒発電に係るゾーニング

↓
「事業推進エリア」の決定

平成29年度〜平成30年度
⾵⼒発電に係る地域検討会

↓
「環境影響」「地域貢献」
「合意形成」について検討
平成30年度第⼀回江島地区検討会

ワークショップ
「地域の将来像や課題等の検討」

資料6

⻄海市

1

地域検討会の⽬的
「環境保全」 「地域貢献」 「合意形成」

【地域貢献の検討内容】
・地域の将来像や課題、要望等に対して⾵⼒発電がどのように貢献でき
るのか考える。

まずは皆様のご意⾒を共有・確認するために
ワークショップを開催

例）：「漁業でにぎわう島にしたい」（将来像）
「島の⼈が少なく⾏事が開催できない」（課題）

⼤きな⽬標や将来像でなくても、普段困っている事等でも構いません

本⽇の主な検討内容

第⼀回江島地区検討会について
〜ワークショップ開催について〜

2
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・セッション①：地域の将来像や課題、要望等の検討
（個⼈）

・セッション②：セッション①の共有・整理、
セッション③のテーマ決め（グループ）

・セッション③：地域の将来像や課題、要望等に対して
地域や各団体でできること、
利⽤できる資源、課題の検討（個⼈）

・セッション④：セッション③の共有・整理、発表準備
（グループ）

・セッション⑤：発表（グループ）

第⼀回江島地区検討会について
〜ワークショッププログラム〜

3

資料6

第⼀回江島地区検討会について
〜位置づけと今後の取り組み〜

・地域振興策等（事務局案）例第⼀回江島地区検討会（H30年7⽉12⽇）
・ワークショップの開催

4

第⼆回合同検討会（H30年10⽉頃）
・地域振興策等（事務局案）の検討

第⼆回江島地区検討会（H30年11⽉頃）
・地域振興策等の最終確認

第三回合同検討会（平成31年1⽉頃）
・地域振興策等の確定

以下の条件を踏まえ、結果を整理
・法令、条例上の問題から対応ができないケース
・公園の整備や情報発信、ブランド化のためのプラットフォーム
づくりのような時間を要した対応が必要となるケース
・⼀事業者の負担としては過⼤なものとなり、事業者の誘致が
困難になるケース

等
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第⼀回江島地区検討会について

5

ぜひ皆様の積極的なご意⾒をお聞かせください。

皆さんとワークショップを開催し、意⾒交換をすることで、

の考えを共有し、それぞれが納得できる「納得解」=地域振興策等
を⾒つける。
⾵⼒発電事業をきっかけとし、今後様々な地域振興策等を進め

ていくことで、

「地域」 「⻄海市」 「発電事業者」「地域」 「⻄海市」 「発電事業者」

より良い地域づくりに繋げていく。

資料6

⻄海市 発電事業者

地域 活動の主体

画像出典：「kanayama machidukuri
kawaraban vol.15」
（http://www.nup.or.jp/data/file/pdf/out
line/local/kanayama_development/kaw
araban_vol_15.pdf）
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ワークショップの取り組み内容について 
 

ワークショッププログラム 13 時 45 分〜15 時 35 分 
 

【ワークショップの説明】 

13 時 45 分〜13 時 50 分（5 分） 

ワークショップ流れの説明と⾃⼰紹介 

 

【環境影響について】 

13 時 50 分〜14 時 00 分（10 分） 

懸念される環境影響について 

 

【地域振興について】 

セッション①14 時 00 分〜14 時 10 分：10 分 

地域の将来像等の検討（個⼈） 

セッション②14 時 10 分〜14 時 25 分：15 分 

地域の将来像等の整理（グループ） 

セッション③14 時 25 分〜14 時 35 分：10 分 

地域の将来像等に対して地域や各団体でできること、できそうなこと、利⽤できる資源、

課題の検討（個⼈） 

セッション④14 時 35 分〜14 時 55 分：20 分 

地域の将来像等に対して地域や各団体でできること、できそうなこと、利⽤できる資源、

課題の共有・整理と発表準備（グループ） 

セッション⑤14 時 55 分〜15 時 35 分：40 分 

発表 

 



【地域振興

 

時間 

テーマ 

主体 

アクティビテ

⽬標 

 

アクティビテ
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場所を⽰すよ
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地域の将来像

イメージ図 

 

事項 
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セ
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つの付箋に⼀

ような情報が

もしくは地

像等の付箋へ

プの取り組
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セッション
：10 分 

どうしたいか

⼈で考えます

⼀つの意⾒を

がありました

地図に⻘ペン

への書き込み

B さん検討

訪れた⼈
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い（碁⽯が

組み内容 
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記⼊してくだ
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で直接書き込
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討事項 

が島の⾃然

る島にした

が浜等） 

うな地域にし

ださい。 
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を増やしたい 
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セッション② 
時間 14 時 10 分〜14 時 25 分：15 分 

テーマ 地域の将来像等の整理 

主体 グループ 

ア ク テ ィ

ビティ 

1). セッション①で記⼊した各付箋の内容を⼀⼈ずつ発表します。場所を⽰すシールがあ

れば地図に張り、⾯的な情報があれば地図に書き込んでください。 

2). 1)の作業を順番に⾏っていきます。 

3). 各付箋の【まとまり】をグループで考えます。 

※整理することが難しい意⾒は「その他の意⾒」等として整理していただいても構いませ

ん。 

4). セッション③で検討するテーマをグループで決めます。 

（【まとまり】例）漁業の活性化 

⽬標 ・個⼈で考えた意⾒等の共有と整理 

・セッション③で取り組むテーマの決定 

 

アクティビティ 1)〜4)のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各付箋の整理と【まとまり】の整理イメージ 

  

訪れた⼈が島の
⾃然を楽しめる
島にしたい（碁
⽯が浜等） 

【まとまり】 

観光資源の整備 

漁業を活性

化させたい 

【まとまり】 

漁業の活性化 

⼈ ⼝ を 増 や

したい 

【まとまり】 

⼈⼝の増加 

グループで考えるテーマ：漁業の活性化 
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セッション③ 
時間 14 時 25 分〜14 時 35 分：10 分 

テーマ 地域の将来像等に対して地域や各団体でできること、できそうなこと、利⽤できる資源、課題の検討 

主体 個⼈ 

ア ク テ

ィ ビ テ

ィ 

1).セッション②で決定したテーマに対し、個⼈や所属する団体としてできることとそれに対する課

題を考えます。 

2).「できること」は緑の付箋に、「課題」はピンクの付箋に書き込んでください 

※位置の情報については、「できること」は緑のタックシールもしくは緑のペンで、「課題」はピンク

のタックシールもしくはペンで、この後のセッション④で地図上に場所を⽰してください。 

⽬標 ・地域の将来像等に対してできることや課題の付箋への書き込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【できること】の検討例 

 

 

 

 

 

【課題】の検討例 

 

 

 

 

A さんの意⾒        B さんの意⾒       C さんの意⾒ 

 

発 電 事 業 者 と
協⼒し、⾵⾞基
礎 部 へ の 漁 礁
設置・管理 

江 島 周 辺 の ⽔
産 資 源 や 漁
法・漁具等の継
承 

釣り客への PR 

後継者の確保 効果的な PR ⽅
法の検討 

設 置 す る 漁 礁
の検討 

漁業を活性

化させたい 

【まとまり】 

漁業の活性化 

グループで考えるテーマ：漁業の活性化 
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セッション④ 
時間 14 時 35 分〜14 時 55 分：20 分 

テーマ ・地域の将来像等に対して地域や各団体でできること、できそうなこと、利⽤できる資源、

課題の検討の共有・整理 

・発表準備 

主体 グループ 

ア ク テ ィ

ビティ 

1). セッション③で検討した個⼈の意⾒を⼀⼈ずつ発表し、付箋は模造紙に貼り付け、似

た意⾒は近くに貼り付けてください。 

※場所を⽰す情報についてはタックシールもしくはペンで地図上に情報を⽰してくださ

い。 

2). グループでこれまで検討した結果を模造紙に整理し、発表内容を考えてください。 

 
（整理例） 

地域の将来像について検討しテーマを整理したところ、「⼈⼝の増加」や「観光資源の整

備」、「漁業の活性化」といったテーマが挙げられました。 

グループ内では「漁業の活性化」に取り組んでいく必要があると考え、「漁業の活性化に

ついて」どういったことができるか、またその際の課題について検討することにしました。

その結果、洋上⾵⼒発電の基礎部に⿂礁を設置し、また後継者に⽔産資源や漁法などを継

承することで、江島の漁業を活性化させる、また江島の豊かな⽔産資源を釣り客に PR する

ことで、江島で働く⼈や訪れる⼈を増やすことができるのではないかと考えました。ただ

しそれには、洋上⾵⼒発電の基礎部に設置する漁礁の検討や、後継者の確保、また効果的

な PR の検討といった課題が挙げられました。 

 

3). 発表の役割分担を決めてください。 

⽬標 ・グループで決めたテーマに対するできること・課題の共有 

・グループの検討内容の整理、発表準備 
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セッション⑤ 
時間 14 時 55 分〜15 時 35 分：40 分 

テーマ 発表 

主体 グループ 

アクティビティ 1).他グループの発表に対し、⾃分たちのグループで検討した結果等で活かせそうなもの

があればご意⾒を述べてください。 

⽬標 ・⾃分のグループの結果発表 

・他のグループの発表に対する質疑応答 

 





 

・江島の

定され

・年平均

・岩礁に

分布す

・エリア

事業推

の共同漁業権

れる。 

均風速は 7.5

による複雑な

する。 

ア内の漁業は

推進エリア

権を中心とし

5～8.0m/s

な海底地形を

は、主にエビ

事業

（江島地区）

エ

事業推進

エ

した水深 50ｍ

（Nedo 洋上風

を有し、良好

ビ刺網、釣り

ゾーニン

業推進エリ

）の概要 

1 

エリアの名称

進エリア③：

エリアの概要

ｍ以浅のエ

風況マップ）

好な磯根漁場

りが操業され

ング範囲内で

 

ア①：江島

 

候補エリア

事

称 

江島地区 

要 

リアであり、

 

場となってい

れている。 

での位置 

島地区 全体

ア（江島地区

事業推進エ

図の背景には

、着床式風力

いる。岩礁の

体図 

区） 

リア③：江島

は国土地理院発行の

力発電機の設

の周りには砂

 

島地区 

の地理院地図を使
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設置が想

砂礫底が

使用しています。 



  

2 

風況の状況

地形の状況

況 

況 

図の背景にはは国土地理院発行のの地理院地図を使
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使用しています。 
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3 

事業推進エリアにおける留意事項（目標：環境保全） 

項目 留意すべき事項 

騒音・低

周波音、

風車の影 

住居 

エリア内に位置する江島には 130 人ほどが生活しており、漁

港周辺に集中している。事業を検討する際に事業者は、近傍

の住居に対して風車から発せられる騒音・低周波音や設置に

よる影の影響について検討する必要がある。 

環境配慮施設 

（学校、病院、福祉など

の環境に配慮すべき施

設） 

エリア内に位置する江島には江島小学校、江島中学校や診療

所などの環境配慮施設が存在する。事業を検討する際に事業

者は、風車から発せられる騒音・低周波音や設置の影につい

て、環境配慮施設への影響について検討する必要がある。 

動物 

主要な渡り鳥のルー

ト 

調査で確認されたツル類の渡り状況は、飛行高度が地上から

160m 以上であり、風車の高さを 160m 未満にすれば影響は軽微

であると考えられる。ただし、鳥類の渡り状況は、気象条件

や渡り鳥個体の状態により、常に同一の経路や高度をとるこ

とは限らないため、事業を検討する際に事業者は、渡り鳥に

関しての詳細な調査、予測及び評価を実施する必要がある。 

魚類の回遊ルート 

エリア周辺の風力発電施設の設置による魚類の回遊ルートへ

の影響については、現段階では情報が不足しており不明な点

が多い。そのため、事業を検討する際に事業者は、最新の情

報収集に努め、必要に応じて調査・検討を実施する必要があ

る。 

植物 藻場 

平成 25 年、26 年の長崎県が実施した調査では江島周辺には藻

場の分布が確認されている。事業を検討する際に事業者は、

藻場の分布等の状況の詳細を把握し、必要に応じて保全対策

を検討する必要がある。 

景観 

主要な眺望点 
エリア周辺には、碁石が浜や白岳などの眺望点が存在する。

事業を検討する際に事業者は、これら以外の眺望点にも十分

留意し、設置する風車に対して、各眺望点からの視認可能性、

眺望特性（主要な眺望方向、景観要素など）、支障の程度を確

認し、支障の程度に応じた配慮を検討する必要がある。 
眺望景観 

その他 

海面利用 

海上交通 

（航行船舶） 

事業を検討する際に事業者は、船舶航行の安全に関わる項目

について十分に検討し、海上保安庁などと船舶航行に係る安

全対策の協議等を実施（必要に応じて第三者機関による調

査・検討を含む）する必要がある。 

海上インフラ（灯台、

灯浮標など） 
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項目 留意すべき事項 

その他 

海面利用 

定期航路 

エリア内には崎戸商船の航路と九州商船、五島産業汽船の予備航

路（第2～5基準経路）が存在する。事業を検討する際に事業者は、

運航事業者に対して、十分な説明・協議を行うとともに、船舶の

航行安全に配慮した離隔距離を設定する必要がある。 

港湾・漁港 

エリア周辺に江島の丸田漁港が存在する。事業を検討する際に事

業者は、将来構想や開発空間の留保等、港湾及び漁港の開発、利

用、保全計画に影響を及ぼさないように留意し、関係者と十分な

協議を行う必要がある。 

指定避難海域・一

般錨地 

エリア内には一部「船舶運航事業者における津波避難マニュアル

作成の手引き」（平成 26 年，国土交通省海事局）に基づき設定さ

れた指定避難海域が存在する。事業を検討する際に事業者は、そ

の変更を含め海事関係者との十分な協議を行う必要がある。 

漁場利用 

エリア内および周辺では、主に刺網（エビ）、釣り（一本釣り、

曳縄）が操業されている。事業を検討する際に事業者は、操業実

態を調査し、漁業関係者との十分な調整・協議を行い、漁業協調

策を含めた両者の共存策の検討を行う必要がある。また、他地域

から入漁する漁業主体に対しても、十分な調整・協議を行う必要

がある。（漁業種類別の留意事項については補足表１を参照） 

漁業権 
事業を検討する際に事業者は、共同漁業権の許可を受けた漁業主

体漁業者に対して十分な説明・協議を行う必要がある。 

累積的影響 

事業推進エリア内外に、別事業の風力発電施設が計画された場合

には、それらの風力発電施設の影響も含め、環境影響を検討する

必要がある。 

 

補足表 1 漁業種類別の留意事項（江島地区） 

漁業種類 留意すべき内容 

刺網（イセエビ） 

イセエビは岩礁域に生息するため、岩礁上に風車を設置する際には、イセエ

ビの生息環境への影響について留意する必要がある。また、漁業操業時の障

害の程度についても留意する必要がある。 

釣り（一本、曳縄） 

魚類蝟集効果により、風車の周辺が一本釣り、曳縄の漁場として利用される

可能性が考えられる。そのため、自由漁業である一本釣り、曳縄との安全対

策を含めた海面の利用調整に留意する必要がある。 
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I 島内散策マップ

■新屋旅館

長崎県西海市崎戸町平島910
ff0959-47-2010 
1泊2食6000円
伊勢海老コ ー ス（要予約） 5000円

゜

,;.. 

平島小中学校 江島小中学校

■碁石ケ浜
まるで碁石を一面に敷き詰め
たような浜。平らで丸い石は、
水に濡れると真っ黒になり、そ
のまま碁石として使えるような
石もある。この浜で見る、海に
沈む夕日は素晴しい。

■善行寺とアコウの樹
本尊を阿弥陀如来とする善行寺。八幡宮
の西隣にある。昔は防風林として植えられ
ていたアコウの樹は島内でよく見られる樹
だが、ここの樹の巨大さは圧倒される。

ヽ

----

ざ

I 江島•平島へのアクセス

［車］西九州自動車道・佐世保大塔 IC-+針尾パイバス経由

国道202号線を西海方面へ→大島大橋→崎戸港からフェリー

［崎戸商船］フェリーみしま (1 日 1 便）

約1時間15分 約1時問 約45分 約20分

佐世保港.....崎戸港←吟江島←吟平島←吟友住

L フェリ ーのお問合せ I 
崎戸商船本社

平島港代理店
江島港代理店
崎戸港代理店

佐世保市万津町7-3

西海市崎戸町平島
西海市崎戸町江島
西海市崎戸町蠣浦郷

ff0956-25-6118 

合0959-47-2366

合0959-36-2026

合0959-35-2525

発行／江島・平島集落 連絡先／西海大崎漁繋協同組合平島支所
住所／〒857-3311長崎県西海市崎戸町平島 ffll959·47·2003 FAX 0959-47-2235 
編纂・制作／九州のムラ出版室

�%山

＼ぃ喜ぶ／平島・江島の子供たぢ
平島と江島の学校は、各島に一 校づつ。小学生と中学生が
同じ校舎で勉強している。島には高校がないため、進学する
には島外に出ることになる。当然家族と暮らすのは中学生ま
で。しかし、子供達の笑顧はとびきり明るく、元気いっばいだ。
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風力発電事業概要

事業主体：波崎漁業協同組合

事業名：新漁村コミュニティ基盤整備事業（水産庁補助事業 補助率１/２）

事業費：２６６,８２６千円（うち国費１２７,０６０千円）

事業年度：平成１６年度

設置場所：茨城県神栖市波崎新港９番地（波崎漁港内）

１．設備概要

風力発電施設 ：「愛称 ＪＦはさき海風丸（うみまる）」

機 種 ：三菱重工業ＭＷＴ－１０００Ａ

基 数 ：１基

定格出力 ：１０００ｋＷ

タワー高 ：６８ｍ

ローター（翼） ：直径６１.４ｍ

カットイン風速 ：３ｍ/ｓ

カットアウト風速 ：２５ｍ/ｓ

定格風速 ：１２.５ｍ/ｓ

年間予想発電量 ：１９８万ｋＷｈ

（標準世帯３，３６０ｋＷｈ/年：約５９０世帯分）

発電開始日 ：平成１７年４月

二酸化炭素削減効果：７３７トン/年

燃料節約効果 ：２３８,４４０ℓ

（２００ℓドラム缶：１,１９２本）

風車のシンボル化

ナセルにＪＦはさきのロゴを入れ、タワーにはいわし、ひらめ、はまぐりのイラストを描き

地域特色を出した。愛称も地域の小学生から募集し決定した。

２．運転実績（平成１７年４月～平成１８年３月）

予想発電量 ：１,９８７,０００ｋＷｈ

総発電量 ：２,７０２,４３９ｋＷｈ（１３６％）

設備利用率 ：３０.８２％

年平均風速 ：６.４５ｍ/ｓ（７０ｍ高）

ＣＯ２削減量 ：１,０８０トン/年

売電収入 ：２９,６８７千円

維持管理・減価償却費：２３,０４７千円

施設電力費削減効果： ６,６４０千円

（平成１７年度製氷施設電気料１３,９２７千円に対し、４７．７％の削減効果となる。）

視察

全国漁港漁場協会、日本風力エネルギー協会、広域関東圏産業活性化センター、風車導入検

討の漁協、自治体、ＮＰＯ、風力発電建設業界など１５団体９５８名の視察を受け入れた。

資資料 9 ２）波崎漁業協同組合について

出典：JFはさき　海風丸　http://www.portland.ne.jp/~hasaki/umimaru/index.html



３．事業の概要

（１）日本初の漁港内への風力発電導入

当波崎漁業協同組合では、平成１７年４月、我々の活動拠点である波崎漁港へ 1,000ｋＷの風

力発電施設を１基導入した。漁港内への大型風車導入は全国に先駆けた事業であり、地域の資

源である浜風を利用し、クリーンエネルギーにより漁港施設の電力負担を軽減し、漁協経営の

効率化と、漁港のイメージアップを図っていくものである。

本事業は、漁協等水産業団体が、漁港への風力発電導入を検討する際のモデルケースとして

道筋を示したものであり、１年の運転実績から風車の導入効果を実証し、漁協経営の新たな可

能性を示すものである。

（２）自家消費型風力発電事業

本事業は、製氷施設、荷捌き施設、岸壁照明などの漁港施設へ電力を供給する自家消費型の

風力発電事業であり、電力消費の８６％を占める製氷施設の附帯施設として導入した。

一般の風力発電は電力会社への売電事業であるが、本事業は自らの使用電力を風力発電で賄

う視点から、漁港施設の電力需要と、風車の維持管理費用分に相当する規模の風車を導入した。

東京電力との協議により、発電した電力は一旦東京電力へ全量売電し、漁港施設の電力費用

と相殺する形をとっているが、風車と電力の需要施設が同一敷地内にあるため、実際に漁港施

設で風車の電力は使われているという漁港の立地特性を活かした事業である。

（３）新エネルギーの地産地消

当組合の風車導入は、関東地域最大の風車集積地である波崎・銚子地域の中でも、地域の団

体が事業化した初のケースである。

地域で活動する漁協が、風力発電により、地域の資源である「風エネルギー」を、自らの施

設のエネルギーとして活用する「新エネルギーの地産地消」といえる取り組みである。

（４）地場産業との連携

風力発電事業自体が当組合の水産業活動と直結しており、産地・魚ブランドのＰＲ、漁港の

イメージアップ等に風車を活用していくものである。漁港後背地に展開する水産加工業者とも、

製品ＰＲ等の連携を図っており、しらす干やいわし生出荷用のパッケージに利用されている。

４．今後の展開

①この事業スキームを水産業界を始め広く開示していく。

②環境・衛生管理型漁港へ向け、風力発電のクリーンエネルギーを利用したきれいな漁港、Ｈ

ＡＣＣＰ（食品の総合衛生管理製造過程）対応市場へと展開していく。

③風車のイメージを活用し、魚食の普及・地産地消の推進を始め、地域商標登録等によるブラ

ンド化を図っていく。

お問い合わせ先

波崎漁業協同組合

住 所：茨城県神栖市波崎新港９番地

ＴＥＬ：０４７９－４４－１１２２

資資料 9 
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施設の概要（写真）

しらす干製品パッケージ

漁港と風車

風車全景 タワーイラスト

ナセルロゴ

いわし生出荷用パッケージ

出典：JFはさき　海風丸　http://www.portland.ne.jp/~hasaki/umimaru/index.html
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着/発 7:43 8:32 9:32 9:45 11:45 12:40 14:20 15:00 16:15 16:30 17:30

場所 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

内容 1:00 2:00 1:40 1:15 1:00

滞在時間 フェリーみしま フェリーみしま 西海市　公用車 飛行機 貸切バス 貸切バス

江島・平島地区
以外の委員

着/発 8:30 9:00 10:00 10:30 12:00 12:00 12:30 13:45 14:00 15:00 16:25 18:15 18:45 20:00

場所 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

内容 0:30 0:30 0:00 1:15 1:00 1:50 1:15

滞在時間 貸切バス 貸切バス 貸切バス 貸切バス 貸切バス 飛行機 西海市　公用車

着/発 13:30 15:45 16:33

場所 ⇒ ⇒ ⇒

内容 0:48

滞在時間 フェリーみしま フェリーみしま

2018年
8月30日
（木）

※3日目

① ② ③

佐世保港周辺　ホテル 佐世保港 江島 平島

西海市風力発電導入に向けた地域検討会　洋上風力発電所視察　行程表（平成30年7月12日時点）

1:30

※江島・平島以外
の委員は解散

1:25 0:300:30 0:15

④

休憩

⑧

1:00

江島

佐世保港周辺　ホテル

⑤ ⑥ ⑦

羽田空港 長崎空港幕張PA

0:55 0:400:13 0:15

11:30　集合
合流

①

2018年
8月28日
（火）

※1日目

平島

②

神栖市内 ホテ
ル

宿泊昼食

③ ④ ⑥ ⑦⑤

崎戸港着

休憩

酒ヶ井PA長崎空港 羽田空港

2018年
8月29日
（水）

※2日目

① ② ③ ④

神栖市内 ホテ
ル

ウィンドパワーかみす 波﨑漁業協同組合

集合 風力発電所見学
意見交換会

風力発電所見学
昼食
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